
大谷石について

大谷石の特徴

大谷石の色

採掘直後 乾燥した状態 経年変化

青色、白色、肌色、茶色など大谷石には複数の色があるように
見えるかもしれません。
これは大谷石に複数の色があるわけではなく、経年変化で色が変化したのです。
採掘されたばかりの大谷石は水分を多く含んでいて青色をしています。
その後、石が乾いていくと徐々にうっすらと緑がかった白色に変化します。
また地表に出たことで大谷石に含まれる鉄分が反応し、
石の表面が茶色く変化していきます。

大谷石には「ミソ」と呼ばれる斑点状の模様があります。
「ミソ」の空洞化やそれによる欠け・割れが納品時既に生じていたり、
納品後に「ミソ」が乾燥しとれて空洞化が生じます。
素材の特性として、そうした変化をご理解下さい。
大理石の天然ゼオライト成分がたくさんのマイナスイオンと遠赤外線を放ち、
癒し効果を発揮します。
また、たくさんの穴がある多孔質構造が、有害物質を吸収し
シックハウス対策としても有効です。
大谷石は多くの空気を含んでおり、断熱効果・調湿効果・脱臭効果があります。

大谷石は日本でしか採掘されない、
　貴重な有限の日本の国産石材です。

大谷石は栃木県宇都宮市大谷町付近一帯で採掘できる凝灰岩です。

ミソ

大谷石の特性上、欠け・ミソがあります。
予めご理解下さいませ。


